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原病撃 各 ミム再開
一一亜爾蔑聯斯の講義録一一 第23編
On Particular Pathology 
一一-A Lecture on Ermerins一一一 (23)
松陰 宏*1 近藤陽一*2 松陰 崇*3 松陰金子*4
{要 約]明治9(1876)年1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJ acob Ermerins : 






















分では， ~Taenia solium (有鈎条虫)Jl， ~Taenia 
mediocanellata (Taenia saginataの旧名) :無鈎
条虫Jl，および ~Taeniabothoriocephalus latus 
(Diphyllobo出rium latumの|日名) :広節裂頭条虫』
をあげていて，それらについて，形態，生活史および
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われるが，非常に正確に描かれている 1， 2) ここで，
fテニア。ソリュムJは， WTaenia soliu~ を指し，
これは，有鈎条虫で，豚の肉に寄生するので，豚条虫
とも呼ばれる.スウェーデンの自然学者リンネ (Carl






WTaenia bothoriocephalus latus~ を指し，これは，
広節裂頭条虫の旧名で，現在は， WDiphyllobothrium 
lat~ と呼んでいる.これは 魚のマス類から感染




また，本文中にある， i〆J， ilそJ， i 1 Jはi
この時代の文によく認められるもので，それぞれ『シ
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服1/2グレーンから 1グレーンを 1日に 2，3回投
与しなさい.そして甘末および大黄を併用するのが
よい.その処方は，サントニン，甘末(各4グレーン)， 






















分は，フィリチン (Filicin: C3 5H4 0012)で，条虫







一種の『イボミア (Exogoniwn purga) ~の根を乾
燥させたもので，ヤラピン (C35H5 60 16)を含み，緩下





(Tanacetum vulgare) ~ などで，その葉，花，種
子には，苦味成分のタナセチン (C11H1604)，収数
作用のあるタンニン酸 (C14H809)などを含んでい
て， 胃腸薬として利用された 3， 7) 
また， r加密列」は『カミツレ』の当て字で，キク
科植物の『カモミール (Matricaria chamomilla) ~ 
の花を，浸剤にしたもので，カマズレン (C15H1 8) ， 
ヘルニアリン (C10H803) などを含み，抗炎症剤，






















「珊篤尼Jは『サントニン (Santonin: C1 5H1 80 
3) ~の当て字で，これはキク科植物『シナ (Artemisia
cina) ~， rミブヨモギ (Artemisiamonogyna) ~ 
などの花の有効成分で，回虫駆逐薬として，現在でも
広く使用されている.また 「摂綿施那Jは『セメン









位『オンス (Ounce) ~ を表す記号で， ここでは液
量単位で， 1オンスは およそ29.6mlにあたる 3)
また， rラJ及び「氏」も，ヤード・ポンド法の質
量単位『ドラム (Dram)~及び『グレーン (Grain) ~ 
を指す. 1ドラムはおよそ3.887グラムに， 1グレ
ーンはおよそ0.0648グラムに相当する.また， ドラ
























































































































































たり，料理したりする意味で， ~笑(シヤ，セキ) 1 
はあぶったり，焼いたりする意味である 5) 
また， i窒扶斯j はチフス (Typhoid fever)の























f阿芙蓉j は『阿片 (Opium) ~ を指す. これは，
ケシ科植物の『ケシ (Papaversomniferum) ~の未
熟果実から採取される液体を乾燥したもので，モルヒ
ネ (C17H1903N.H20) ナルコチジ (C22日23N07)，コ
デイン (C18日21N03) パパペリン (C20日21N04)，テ
パイン (CI9H23N03) ナルセイン (C23H27N03・3H20)
などの各種のアルカロイドを含み，主として，麻酔・
鎮痛・解熱・消炎剤として使用された7.8. 1 1. 16) 
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